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白石町教育委員会 
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1.あなたの立場を教えてください（該当するもの１つ）  

 教職員 

 地域指導者（地域クラブ・スポ少・外部指導者） 

 保護者 

 行政・各種団体関係者 

 その他 （          ） 

 

2.本日の研修内容についてお答えください  

 非常に 

そう思う 
そう思う 

あまり 

思わない 

全く 

思わない 

1. 内容は理解しやすいものでしたか？ 8 10 3 0 

2. 今後の活動の参考になる情報はありましたか？ 8 11 2 0 

 

3.「持続可能な部活動・スポーツ環境」について 

① 現在の小中学生のスポーツ環境（部活動の地域連携・地域展開など）において、あなたが「特

に課題（解決すべき点）」だと感じるものは何ですか？（最大 3つまで）  

 指導者の確保と質の維持 （指導者の数が足りない、教え方や安全面の不安など） 

 活動場所の確保と調整 （練習場所の不足、学校と地域の施設利用の調整など） 

 運営の仕組み・責任の所在 （誰が運営するか、事故時の責任、連絡体制など） 

 家庭の負担増への不安 （会費などの費用、送迎、当番などの負担など） 

 行政と学校と地域の連携不足 （情報の共有ができていない、お互いの役割が不明確など） 

 種目や機会の格差 （やりたい種目がない、居住地域によって活動に差があるなど） 

 児童・生徒の安全・休養の両立 （やりすぎによる怪我の防止、休養日の確保など） 

 その他 （                                ） 

 

【その理由や具体的なエピソードがあればご記入ください】 

（記入例：送迎の負担が大きく、続けさせたくても難しい 等） 

 

 

 

 

 

 

裏面へ続く  

 

 指導者が１人で年齢も上の方でもあり、継続して指導して頂けるのか心配。また女子
中学生の多感な時期に指導されるのはたいへん難しいことのように思う。現在は部活
顧問が間に入りコーチの立場ですが、なかなか生徒との関係性はうまくいっているよ
うにみえない。複数の指導者が入られることを希望する。保護者負担や生徒の安全性
の心配もある。夜の練習になると送迎や部活中の見守り、生徒の生活時間が不規則に
なるのではないかなど、いろいろな心配がある。 
 
広報活動に力を入れる 
 
指導者の確保で、教職員の意思確認がどこまでできているのか、どのくらいいるの
か、事業所の理解や周知はどこまでできているのか不安 

 この度は研修会にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

皆様からいただいたご意見は、 

今後の白石町における持続可能なスポーツ環境づくりの 

貴重な資料とさせていただきます。 

 

回答数21 
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1 

13 

6 

0 

19 

5 

13 

8 

7 

2 

4 

0 



② 今後、部活動などの地域連携・地域展開を推進していく上で、あなたが「特に重要（不可欠）」

だと思うことは何ですか？（最大 3つ）  

 学校・教職員の負担軽減の徹底  

（休日の部活動の完全移行や、先生が運営・大会引率から離れられる仕組みづくり） 

 運営組織の確立と事務局機能の強化  

（指導者の手配、会費管理、保険手続き、連絡調整などを一括で行う専門の組織） 

 指導者の「なり手」の確保と質の向上  

（適正な謝礼の支払い、指導者バンクの充実、安全管理やハラスメント防止の研修） 

 無理のない費用負担（月謝）の設定  

（経済的な理由で活動を諦めることがないよう、参加しやすい費用に抑える仕組み） 

 活動場所（施設）の優先確保と調整  

（学校・公共施設の利用ルールを整理し、地域クラブがスムーズに使える環境） 

 保護者の負担（送迎・当番）のサポート  

（送迎バスの運行や、保護者が当番制などで運営に関わらなくてよい体制） 

 他地域や近隣市町との広域連携  

（町内で人数が少ない種目でも、周辺自治体と協力してチーム編成や活動ができる仕組み） 

 世代間交流を通じた地域コミュニティの形成  

（中学生だけでなく、高校生やシニア世代も関わり、地域で子どもを育てる視点） 

 多様なニーズ（競技志向・エンジョイ志向）の両立  

（「勝ちたい」層も「楽しく体を動かしたい」層も、それぞれが満足できる場所づくり） 

 地域住民や保護者の意識改革  

（部活動を「学校のもの」から「地域全体で支えるもの」へ理解を深める広報活動） 

 その他  

 （                                   ） 

 

4.今後の連携・協力について 

③ 今後、地域と学校が連携していくために「自分（または自分の組織）ができること」や「協力

したいこと」があれば教えてください。 

（例：技術指導ができる、施設の鍵管理を協力できる、情報の周知を手伝える等） 

 

 

 

 

5. 自由意見 

 本日の感想や、白石町のジュニアユーススポーツの未来に向けたご意見・ご要望を自由にご

記入ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 施設の鍵管理、情報発信・周知 

マネジメント 

組織運営づくり等でお手伝いできることがあれば関わりたい。 

 本日の講演会は運営側の内容のようで、保護者として参加していたため、気になっている内容と
は少し離れているように感じました。現在 1年生保護者のため、あと約１年後には地域展開され
ることを考えると、保護者としてどのような準備をしておけば良いのかまだまだ分からないこと
が多く心配です。実際に部活動をしてる生徒もこれまでと変わらず目標を持って活動出来るのか
不安があると思います。また家庭としても個々の夜の時間がバラバラになり家庭でゆっくり過ご
す時間が減ってしまうのではないかと心配です。部活動であれば、毎日だいたい同じ時間に下校
をし、家族で夕飯を取り、学習時間が確保できました。地域展開されると、とくに下校後の過ごし
方が毎日変則的で落ち着かないのではないかと心配があります。また、保護者への負担がどのく
らい増えるのか、家庭によって手伝える時間も異なり、子どもたちに格差ができてしまうのでは
ないでしょうか。 
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ご協力ありがとうございました。 

中学、小学のクラブチームの連携 
 
なかなか先が見えない中、国の方針や考えを聞くことができて大変勉強になりました。できること
から進めていきたいと思いました。 
 
町をあげて取り組まれていることがひしひしと伝わります。当町も先ずは出来ることから取り組み
を進めていかなけばと切に思いました。ありがとうございました。 
 
このような機会をありがとうございました 
 
実際に取組始めると、様々な課題が出てきます。どこが主体となって取り組むのかが最大の課題
である。期限を定めてやるべきことを明確にして行政、学校、地域、保護者がやるべきことを明確
にしてお互いの立場を考えて取り組んでいきたいですね。 
 
国のガイドラインの背景が理解でき、また白石町の具体的な展望等分かりやすく、勉強になりまし
た。 


